
第１段階（新湊大橋完成前）の事業一覧

地区 導入機能 概要 事業主体（案） 実施状況

将来的には市街地の駐車機能を一部代替する駐車場として整備

内川、富山新港、新湊大橋（仮称）を巡る遊覧船。市街地との連絡機能も
担う。

新湊大橋（仮称）歩道利用者のたまり空間として接続部にポケットパークを
整備

コミュニティバスの増便や路線変更などによる利便性の向上

中心市街地との一体化を図る道路整備

来訪者に魚介類やお土産などを販売する施設。朝市の開催にも対応

団体観光客の立ち寄りにも対応した飲食サービスを提供する施設

帆船海王丸、新湊大橋（仮称）などの景観や海辺の雰囲気を楽しめる施
設

漁業体験（ホタルイカ漁の見学など）が楽しめる宿泊施設

帆船海王丸、新湊大橋（仮称）などの景観を活かした温浴施設（冬期の集
客を考慮）

新湊大橋、海王町・海竜町・市街地の情報を集約し来訪者に提供。パン
フレットなどの配布・ＰＲ

新湊出身の著名人に着目した生活情報を提供する集客施設

若年層を対象とした集合住宅

高齢者を対象とした集合住宅やケアハウス

住民協定を締結し、帆船海王丸及び新湊大橋（仮称）の景観と調和した
緑豊かで良好な街並みを形成

憩いの空間となる緑地や公園を各所に配置

既存のﾗｼﾞｺﾝ広場の拡充やｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ場などの新たな施設を導入。海洋
教室などのソフト事業の展開

ｺﾐｭﾆﾃｨ
活動

花壇づくりなど

遊休地
利用

周辺の景観と臨時的な駐車場利用に配慮した適切な管理の実施と市民
による花壇整備などの活用。海辺の森形成に向けた植栽

パークゴルフ場などを配置した地域の緑の核となる公園整備。市民の日
常的な健康づくりに寄与

海竜マリンパークと海竜スポーツランドを中心とした小学生などの海洋研
修やトライアスロン大会の開催

風力・太陽光を活用した発電施設など

浄化センターや周辺企業と連携した研究施設や流木・輸入材加工の廃
棄物などのバイオマス活用研究

深層水や海洋水産技術の研究。養殖技術を活用した魚介類販売や加工
品開発、稚魚のオーナー制度などによる活用

交通機能
新湊大橋（仮称）歩道利用者のたまり空間として接続部にポケットパークを
整備

眺望機能 夕日と海と新湊大橋（仮称）を静かに眺められる眺望点の整備

高い持ち家志向に対応した戸建て住宅や、主に海竜マリーナの利用者を
想定した別荘

住民協定を締結し、新湊大橋（仮称）などの景観と調和した緑豊かで良好
な街並みを形成。無電柱化を検討

健康機能

居住機能

海王町

交通機能

集客機能

情報提供
機能

居住機能

レクリエー
ション機

能

研究機関
との

連携強化

海竜町

導入施設

駐車場

遊覧船・乗り場

ポケットパーク

温浴施設

公共交通

道路整備

海を使った取り組み

情報提供施設

暮らしの情報館

集合住宅

高齢者向け住宅

コミュニティ活動の場の提
供

適切な管理とイベント時の
活用

物販施設（お土産店など）

元気の森公園

景観モデル地区の選定

緑地・公園

海王丸ﾊﾟｰｸの機能充実

レストラン

オープンカフェ

体験型宿泊施設

景観モデル地区の選定

ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ研究・活用施
設

リサイクル研究施設

海洋水産技術研究・活用
施設

ポケットパーク

眺望点

戸建住宅・別荘
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ｺﾐｭﾆﾃｨ
活動

環境教育と一体となった緑化活動や清掃活動

遊休地
利用

周辺の景観と臨時的な駐車場利用に配慮した適切な管理の実施とイベン
ト開催などの積極的な活用。海辺の森形成に向けた植栽

日本のみなとまちらしさを創出する緑化や修景、遊歩道やポケットパーク
及び休憩施設の整備

まちなかの資源の掘り起こしやストーリーづくりによる観光モデルコースの
設定

内川沿いの倉庫や古民家を改装した商業施設、芸術・文化施設などの導
入

市街地に点在する曳山格納庫を利用した展示施設

水上交通と陸上交通の結節点や体験学習・世代間交流の場として整備

生涯学習と一体となった観光案内及び職人の技術活用や高齢者の経
験・技術の活用など

環境教育と一体となった緑化活動・清掃活動や高齢者の活動の場の提供

遊覧船・乗り場 移動自体が魅力となる遊覧船の運航と中心市街地側の乗船場の整備

レンタサイクル 楽しみながらの移動を可能にするレンタサイクルの導入

遊歩道・案内板
街なかの資源を結び、休憩スポットを配置した、歩きたくなる遊歩道を整
備。的確な誘導を行う案内標識を整備

市街地駐車場 自動車でのアクセス性を向上させる駐車場整備

一方通行の見直
し

市街地における一方通行を見直し、自動車での移動の利便性向上を図
る。

万葉線延伸調査 海王町における万葉線の利便性向上を図る、路線延伸に関する調査

共通・企画乗車
券

多様な移動手段と市街地での食事を組み合わせた共通･企画乗車券の
販売

公共交通の
利便性向上

万葉線とコミュニティバスとの連携強化などにより、公共交通によるアクセ
ス性を改善
運行便数や新たなルートの検討

全域 連絡機能

曳山展示施設

川の駅

観光面

維持管理面

市街地

集客機能

移動手
段の利
便性向

上

新たな
移動手
段

コミュニティ活動の場の提
供

サポート
機能

適切な管理とイベント活用

内川の景観整備など

観光ﾓﾃﾞﾙｺｰｽの設定

倉庫をﾘﾆｭｰｱﾙした商業施
設など


